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I T  S O L U T I O N S

データ利活用における 
問題や懸念
データの利活用が期待通りに進
まないのはなぜだろうか。データ
利活用にかかわる関係者に話を聞
くと、それぞれが問題や懸念を抱
えていることが分かる。

経営者
「複数部門にて類似のデータに重
複投資してしまう」（コスト）
「法律・契約などを遵守し、顧客
の不安・不審を招かないようデー
タを取り扱えているか不安だ」（リ
スク）

「データ利活用のうまいやり方が
分からない」（サービス）

IT部門
「データに関する問い合わせが集
中し対応に追われる」（スピード）

このような問題や懸念を放置し
ていると、データ基盤をつくって
もデータが集まらず、利用も進ま
ないため、データ利活用の成果が
出るまでに時間がかかってしまう。

データマネジメントの 
必要性
これらの問題を解決するに当た
っては、一つずつ個別に対応して
いけばいいというものではない。
場当たり的な対応にならないよう
に、それぞれの問題の根本的な原
因を見極め、企業全体で取り組む
ことが重要である。このような組
織的な取り組みを「データマネジ
メント」といい、データを効果的・
効率的かつ安全・安心に使えるよ
うに維持・改善する活動である。
データマネジメントは、データか
ら得られる価値を最大化し、デー
タの利活用を成功させるためのカ
ギとなる。
データマネジメントを実施する

と、データ利活用におけるQCDRS

近年、DX（デジタルトランスフォーメーション）の一
環で、業務・サービスの高度化や新事業創出、社会課題解
決などに向けてデータの利活用に乗り出す企業が増えてき
た。その一方で、「全社としてさまざまなデータを保有し、
整備・活用を進めているが、思ったほど成果が出ない」「デ
ータを安全に取り扱えているか懸念がある」など、データ
にまつわるさまざまな悩みも増えてきた。データの利活用
がうまくいかない場合、データ分析する人材や分析基盤に
目が行きがちであるが、安心して使える品質の高いデータ
が整備されていない、データが使いにくい、などデータに
問題があることも多い。このような問題を解決し、効果的・
効率的で安全なデータ利活用を実現するためには「データ
マネジメント」が必要になる。本稿では、データマネジメ
ントを整備する際のポイントを紹介する。
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データ提供者
「提供したデータが合意した利用
目的・範囲で取り扱われるか不安
だ」（リスク）
「データオーナーとしての役割が
不明確である」（リスク）

データ利用者
「データが古い、欠損値や不正確
な値を含む、表記揺れが多いなど
データの品質に不安がある」（品質）
「使いたいデータを見つけるのに
時間がかかる」（スピード）
「社内外で共有したいが、ルール
を守れているか不安だ」（リスク）
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が改善されるため、先ほど挙げた
問題や懸念の解消につながる。

Quality（品質）：データ品質基
準を満たしたデータが整備さ
れ、分析結果の信頼性が高ま
る
Cost（コスト）：全社最適の観
点からデータ整備・再利用が
進み、データ利活用にかかる
コストが下がる
Delivery（スピード）：データ

利用者が自らデータを見つけ
られるようになり、データ利
活用のスピードが向上する
Risk（リスク）：セキュリティ
が担保されるため、データ・
基盤を活用する際のリスクが
低くなる
Service（サービス）：データ利
活用人材の育成・提供や、ノ
ウハウや事例が蓄積・共有さ
れ、データ利活用のハードル
が下がるとともに、効果的に

行えるようになる

データマネジメントの 
活動内容
データを利活用して経営や事業
の課題を解決するためには、デー
タマネジメントの目的や計画など
活動全体にわたる内容を記述した
「データガバナンス・マネジメン
ト戦略」を策定した上で、データ
を適切に管理するためのルールを
定め、監督する「データガバナン

図　データマネジメントのフレームワーク

データマネジメント
組織設計

ポリシー・ルール・
プロセス規定

データ活用文化醸成
（育成、啓蒙、
ノウハウ管理）

データマネジメント
評価

デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略

データガバナンス

シーズ管理 データ収集管理 データ提供管理

ニーズ管理

データリスク管理（セキュリティ、法令順守、データ取扱倫理）

データ品質管理

データ利活用基盤の導入・改善管理

データディクショナリ
管理 データ分析管理

データ廃棄管理

データライフサイクルマネジメント

基礎的なデータマネジメント

発生・検知 収集・蓄積 利活用 廃棄



74 知的資産創造／2023年3月号

そこで、データマネジメントを
導入する前に、まずはデータマネ
ジメントを実施する目的設定や課
題整理を行う。目的や課題を踏ま
えて、今後取り組むべき施策を計
画し、必要な予算の確保を目指す。

②段階的な整備

データ利活用では、ビジネスや
組織の変化に応じてニーズが変動
することを考慮し、小さく始めて
成功体験を積み重ねつつプロセス
を整備していく方が成果につなが
りやすいと考えられている。その
ため、データマネジメントにおい
ても最初から全項目を適用するの
ではなく、データ利活用の段階に
応じて徐々に取り組みを広げてい
くことが望ましい。データマネジ
メントが対象とする領域は広く、
一気にルールや仕組みの整備を進
めても、定着せずに形骸化してし
まうことがある。そうならないよ
う、必要性が高い領域や成果を得
やすい領域を中心に、優先度に沿
って段階的に整備していくための
ロードマップを作成する。
最初に取りかかるべきは、デー
タを扱うための最低限の環境の整
備である。組織やルール、基盤の
設計・導入を行う。データを扱え
る状態になったら、次はデータの

ではデータの発生・検知から廃棄
までの各段階でのデータ管理につ
いて、基礎的なデータマネジメン
トではリスクや品質管理などデー
タの利活用を支える基礎的な管理
項目について規定する。

データマネジメント整備の
ポイント
NRIはさまざまな企業のデータ
マネジメントの整備・運営を支援
してきたが、そうした活動を通じ
て、データマネジメントを整備す
る際には以下の3つのポイントが
重要になることが明らかになった。

①目的の明確化

データマネジメント自体が目的
となってしまうと、何のための活
動か分からなくなったり、思うよ
うな効果が得られなくなったりす
る。たとえば、スピーディなデー
タ利活用に向けてデータ提供のリ
ードタイムやナレッジ数をKPIと
して設定する、高品質なデータ利
活用に向けてデータに有効値が登
録されている割合をKPIとして設
定するなど、データ利活用に関す
る自社の状況・課題をしっかりと
把握した上で、データマネジメン
トの目的やKPI、目指す姿を明確
化する。

ス」とそれらのルールにのっとっ
てデータを管理する「データマネ
ジメント」という 2つの活動を進
める必要がある。
野村総合研究所（NRI）は、こ
の 2つの活動を適正かつ円滑に実
施するためのフレームワークを保
有している。このフレームワーク
は、データマネジメントに必要な
知識領域を体系立ててまとめたバ
イブルであるDMBOK2に準拠す
る形で網羅性を考慮しつつ、重複
や類似要素を整理し、対象領域の
広いデータマネジメント活動を優
先度の高いものから段階的に整備
しやすい活動領域単位で定義して
いることが特徴である。
本フレームワークは「データガ
バナンス・マネジメント戦略」「デ
ータガバナンス」「データライフ
サイクルマネジメント」「基礎的
なデータマネジメント」の 4つで
構成されている（図）。データガ
バナンス・マネジメント戦略では、
自社の状況や課題を把握した上
で、目的や目指す姿、整備計画な
どを定める。データガバナンスで
は、組織、ルールなどの規定、文
化、評価などの管理項目について
規定する。データマネジメントに
ついては 2つに分かれていて、デ
ータライフサイクルマネジメント
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を得ながら進めることが可能にな
る。
多くの企業がデータの利活用に
取り組みを始めているが、思うよ
うに進んでいないのが実情であ
る。しかしながらデータの利活用
は、新しい事業を創出するなど企
業が成長するためには、今後ます
ます重要になってくる。本稿で紹
介したデータマネジメント整備の
ポイントを押さえ、着実に整備を
進めていくことが肝要である。
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重視しすぎるとデータ利活用が抑
制されてしまうし、利活用促進を
重視しすぎるとデータ取り扱いリ
スクが高くなってしまう。
初期段階では、まずはデータの
利活用自体を軌道に乗せる必要が
あるため、アクセルを踏むことを
優先し、データ利活用を阻害しな
い程度の最低限のブレーキにとど
めなくてはならない。データ利活
用を促進するスタンスで臨まなく
ては、ステークホルダーの協力を
得ることが難しくなる。やがて、
データ利活用の進展に伴いデータ
流出などのリスクが高まるため、
リスク管理が必要となるので、
徐々にブレーキを強めていく。ア
クセルとブレーキのバランスにつ
いては企業文化によっても異なる
ため、各企業において適切なバラ
ンスを見極める必要がある。

この 3つのポイントを押さえる
ことで、形骸化や場合によっては
データの利活用の阻害要因になっ
てしまいかねないデータマネジメ
ントの整備について、着実に効果

整備に取りかかる。代表的なもの
としては、データディクショナリ
の整備とデータの品質を管理する
ための仕組みづくりが挙げられ
る。また、データを利活用してい
こうという意識や文化の醸成も重
要になる。この段階まで進めば、
データ利活用が社内で浸透し始め
る。
データの利活用が社内に浸透し
てきたら効率化にかかわるマネジ
メントを整備する。データの収集
や蓄積、破棄といった一連のプロ
セスを整える。ここまで来れば、
社内におけるデータ利活用のニー
ズを把握し、データマネジメント
を継続的に改善していくフェーズ
へと移ることが可能となる。

③アクセルとブレーキの 

バランス

段階的にデータマネジメントを
整備する中では、段階に応じてデ
ータ利活用を促進させること（ア
クセル）と守るべきルールを定め
ること（ブレーキ）のバランスを
取ることが求められる。安全性を


